
一般選抜に比べて試験対策などの情報が限られる総合型選抜。

当日までどんな準備をすればいいのか、自分の努力は間違っていないかなど、

疑問や不安を感じている受験生も少なくないでしょう。

そこで今回は、これまで総合型選抜を受験し、見事合格を勝ち取った先輩方にご登場願い、

試験内容や学習のポイントなどを自由に語っていただきました。

皆さんの進学や受験をサポートする貴重な声としてぜひ参考にしてください。

受験生
必見！

総合型選抜に挑む

日本大学 生物資源科学部
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生物の謎を解く、最先端のその先へ。



B I O S C I E N C E

バイオサイエンス学科

Y.K.さん

1
c a s e 校時代に遺伝子で病気が治療でき

ることを知り、バイオサイエンス

学科で医療・医薬に関連する研究

をしたいと考えるようになりました。そんな時

に担任の先生から、「君の学びたい分野がここに

もあるよ」と、本学部や学科について教えてい

ただいたのです。私も興味を持ち、オープンキャ

ンパスに参加したところ、先輩や卒業生の皆様

からとても印象的なお話しをうかがうことがで

きました。ここなら自分の希望する研究ができ

そうだと確信し、2年生の夏頃には進学の意思

を固めていました。

　私は塾に通わず、進路指導の先生に相談する

など、高校の入試対策を利用しました。1次選

考の小論文への対策は、3年生の春頃から自分

の研究したい分野に関する新聞記事を探し、読

み込んでおきました。課題が発表されてからは、

集めた記事のなかで関連する重要な部分にマー

カーでラインを引き、深く理解するよう心がけ

ました。そのようにして書き上げた小論文の添

削も、進路指導の先生にお願いしました。

　2次選考課題の事前発表はなかったのですが、

教科書などで実験器具の名前や使い方などを確

認する程度で十分に対応できました。試験当日

は、牛乳に凝乳酵素を混ぜるとチーズのように

固まるという実験を行い、2つの課題が提示さ

れました。1つは、牛乳と凝乳酵素を混ぜると

どうして固まるのか、もう 1つは凝乳酵素の代

用品として使えるものは何か、でした。私は、

いろいろな物質を加えて牛乳を固めることを試

み、それぞれの答えを導き出しました。実験の

内容も使用した器具も初めてでしたが、高校の

授業で勉強した知識を応用し、解決できたので

よかったです。とても面白い経験でした。

　これから始まる学科の授業や実験は、どれも

全部楽しみです。専門的に研究したい分野はま

だ漠然としているので、幅広い分野について学

び、自分なりの研究テーマを見つけていけたら

と思っています。

高

動画はこちら



Z O O L O G I C A L  S C I E N C E

動物学科

鈴木遥香さん

c a s e

学生の頃に初めて知ったカイコが、

生き物に興味を持つ入口でした。そ

こからカイコ以外の動物にも興味が

広がり、大学でも動物関連の勉強がしたいと考

えていたところ、本学部に動物学科が新設され

ることを知りました。そこで、高校 3年生の春

にはオープンキャンパスに参加。キャンパスに

ある骨の博物館も見学しました。大学に博物館

があることはもちろん、その展示物にも驚かさ

れました。普段見る機会のない野生動物から身

近な動物まで、多種多様な生き物が剥製や透明

標本として展示され、とても面白かったことを

覚えています。

　受験については、総合型選抜を選択したとき

から塾で小論文対策のワークを使用し、準備を

始めていました。実際に 1次選考の課題が発表

されてからは、課題に沿って自分で書いた小論

文を生物の先生や担任の先生、塾の先生などに

見せてご指導いただきました。例えば、動物に

ついてよく知らない人が読んでもわかるように

書く、ネットや本で調べた情報は鵜呑みにせず

嘘を書かないよう気をつける、などのアドバイ

スを参考にして、完成に近づけていきました。

　2次選考については、高校の生物の先生や塾

の先生に何度も面接練習していただいて準備し、

当日に臨みました。課題は、骨の博物館で動物

の標本を観察し、歯のスケッチをとるというも

の。2日目にはその内容をまとめ、プレゼンテー

ションも行いました。スケッチは、点で濃淡を

示すように注意しました。また、資料のまとめ

方などにも気を配り、なるべく聞きやすく理解

しやすいプレゼンテーションを心がけました。

先生方にご協力いただき、練習を繰り返したお

かげでしょうか。想像したよりも緊張せずに課

題や面接に取り組めて、合格への手応えもしっ

かりと感じることができました。

　今回、総合型選抜を選び、小論文や口頭試問

の練習を行ったおかげで、普段の授業では見逃

してしまいがちな、生物に関する多くの知識が

得られました。今後の大学での学びにも役立つ

のではないかと期待しています。

　動物学科は、動物そのものだけでなく動物の

生息する環境なども含め、思った以上に幅広く

学べる点が驚きでした。これからの授業や実習

がますます楽しみです。

小2

動画はこちら



M A R I N E   S C I E N C E

海洋生物学科

K.S. さん

c a s e

学では海洋生物について学びたい

と思い、本学科に興味を持ちまし

た。入学前に、水道橋の校舎で開

催された相談会に参加しましたが、フィールド

での実習も多く、水族館の飼育員や水産品の企

業など幅広い就職先がある点も魅力的で、ぜひ

入学したいと考えるようになりました。

　総合型選抜による受験は高校の先生のアドバ

イスです。私が通っていた高校では、1 年生の

頃から授業でプレゼンテーションを行う機会が

多々あり、それを生かせるような受験方法を選

んだらどうかと薦められたのです。本格的に受

験勉強を意識したのは高校 3 年生の 4 月頃で、

その時期から塾にも通い始めました。

　1次選考の小論文は魚のサケに関する課題で、

高校の授業では学んだことのない内容でした。

そこで最初は、わからない単語や基本的な知識

を文献などで探し、過去のサケの飼料に関する

論文なども読み込みました。生物の先生やサケ

について詳しい標津サーモン科学館の飼育員さ

んにもお話をうかがい、論文作成の参考にしま

した。

　2 次選考の課題は、初日が魚の頭の中にある

「耳石」の取り出しでした。また、魚の尾びれ

のアスペクト比と、遊泳速度の関係について考

察し、自分の考えをグラフとともに記述すると

いう課題もありました。2 日目は、前日の課題

についてのプレゼンテーションです。1 日目に

考えた点を自分の中で文章化し、間違いのない

ことを確認した上で臨みました。

　この 2 次選考では、高校 3 年間で学んできた

ことを最大限生かすことができ、自分の実力に

自信を持てるようになりました。一方で、言葉

遣いや漢字のミス、文章構成の間違いなどもあ

り、これから努力すべき点もわかってきました。

今回総合型選抜で受験し、とても多くのものが

得られたのでよかったと思っています。

　今後の学科の授業では、実際に水族館などで

働いた経験のある方からの講義や、生物の生態

などを詳しく学べる講義、直接フィールドに出

る実習などが非常に楽しみです。大学生活では、

卒業後どんな自分になりたいか、明確な将来像

を持ち、それを大きな目標として努力を続けた

いと考えています。

大3

動画はこちら



F O R E S T  S C I E N C E

森林学科

朝原楓さん

は高校の総合学科に通い、生物生命

系列で畜産を専攻し、動物愛好部に

所属していました。卒業後は専門学

校に入学しましたが、やはり植物や森林につい

て研究したいと思い、森林学科に興味を持ちま

した。夏のオープンキャンパスに参加した際は、

正門から見えるケヤキの緑がとても素敵で、将

来ここに通えたらいいなと感じたことを覚えて

います。

　受験の準備を本格的に始めたのは、受験した

年の 6、7月頃です。大学で森林、林業関係を専

攻されていた農業の先生からお話しをうかがい、

小論文のポイントや学んでおいた方がいい情報

についてのアドバイスをいただきました。そこ

でまずは、1次選考の小論文に向けて多くの情

報を集めようと考えました。例えば、林野庁ホー

ムページを何度も読んでまとめたり、先生から

薦められた「森林総研」などの本を読み込んだ

りして、知識として吸収するよう心がけたので

す。その後、3週間ほどかけて小論文を書き上

げましたが、2次選考のことを考慮し、読書や

情報収集は休まず続けていきました。

　2次選考の 1日目には、森林に関わる講義を

きいて要点をとりまとめたり、年輪から炭素の

貯蓄量を求める計算を行う課題などが出されま

した。これは思いも寄らない出題で、大学では

こんな面白い勉強もできるのだと知り、非常に

好奇心を刺激されました。2日目は前日の内容

について 3分程度でプレゼンテーションすると

いう課題です。1日目の終了後すぐ講義内容を

まとめ、台本を作って練習を重ね、落ち着いて

本番に挑めたのはよかったです。

　今後の森林学科の授業では、演習林での実習が

とても楽しみです。キャンパスに隣接する藤沢演

習林では、実際に樹木やそれらを取り巻く環境を

いつでも観察でき、本や授業で学んだ知識をより

生かせるのではないかと期待しています。北海道

や群馬県の演習林での実習も楽しみです。

　私は樹木医補の資格を取り、将来は樹木医と

して働くことが夢です。樹木のプロフェッショ

ナルとして、人々の癒しや心の拠り所となる歴

史ある森を守り、後世へ繋いで行くような仕事

がしてみたいと考えています。

私

c a s e
4

動画はこちら



校時代に私は、将来やりたい仕事が

決まらず、進学先について悩んでい

ました。そんなとき友人から、「将

来やりたい仕事のためじゃなく、今学びたいこ

とで進学してもいいと思う」といわれ、迷いが

なくなったような気がしました。そこで、先生から

紹介していただいた本学科を受けてみたいと考え

るようになりました。

　1次選考の小論文は、1ヶ月くらいの時間をか

けて取り組みました。まず、具体的にどのよう

な内容にするのかを決め、関連する本を 3冊は

読みました。また、何回も書き直して何人もの

先生に見せ添削していただきました。自分なり

に工夫した所は、結論を最初に述べること、さ

らに自分の意見だけではなく、多様な方面の意

見や現状についても記述するよう心がけました。

　2次選考は実験およびプレゼンテーションと面

接で、私の受験時は 2日間に渡り行われました。

実験とプレゼンテーションについては内容が未発

表だったため、練習は面接中心で、1日に最低2回、

異なる先生から面接指導していただくようにしま

した。いよいよ当日、1日目はまず実験、そして

2日目のプレゼンテーションの課題が告げられま

した。体験型の環境保全プログラムを考えて発

表するというもので、自分だったら楽しいだろう

な、やってみたいなと思えるようなプログラムを

意識して取り組みました。

　私にとって今回の総合型選抜は、とても有意義

な経験でした。これまで、書く機会が少なかった

小論文に本気で取り組むことができ、文章力や物

事を多方面から見る力がついたような気がしま

す。また、苦手だったプレゼンテーションも克服

できました。自分の考えをわかりやすく人前で発

表できるようになり、大学の授業などでも本当に

役に立っています。そしてなんといっても面接で

す。しっかりと対策を積んだことで、話し方や質

問への答え方なども学べたと自負しています。卒

業後は環境に関わる公務員や企業の仕事に就き

たいと考えているので、就職試験にも自信を持っ

て臨める、大きな武器が得られたと思っています。

　1年生では、水や土、生物のことや生態系に

ついての基礎的な知識を学びました。今後は、

こうした知識をベースに、リモートセンシング

実習や再生可能エネルギー学などを学び、環境

問題に取り組むためのスキルを身につけていき

たいと思います。

高

環境学科

F.S.さん

c a s e

5
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動画はこちら



A G R I - S C I E N C E

アグリサイエンス学科

稲葉爽空さん

c a s e

学に関する勉強をするための大学進

学は高校１年生のときから考えてい

て、3年生の春頃から本格的に準備

を始めました。3年生で春のオープンキャンパ

スにも参加しましたが、緑にあふれたキャンパ

スや、教員数が多いことなどが好印象として残っ

ています。受験方法は総合型選抜に決めていま

したが将来に備えて基礎学力を高めるために、

３年生の 6月から塾に通いました。

　1次選考の小論文は、課題が着いたらすぐに

取り組みました。かなり難しいアイデアを具体

的に文章化する必要があり、模造紙にさまざま

なアイデアを書き出しながら頭を整理しつつ考

えをまとめました。結果的には期限ギリギリま

で悩みながら作成し、自信を持って提出するこ

とができました。一方、2次選考の内容はプレ

ゼンテーションや実習などやや抽象的なもので

した。そこで自分なりに予測できる限りの対策

を行いました。とくにプレゼンテーションは、

ホワイトボード、スケッチブック、パワーポイ

ントなど、使いそうなものはすべて欠かさず練

習しました。

　2次選考では、農作物に関する講義を聴いた

後、収穫とそれらの収量調査などの実地課題が

出されました。その後講義や調査結果も踏まえ

ながら、農作物の付加価値を向上させる方法を

各自が発表し、それに基づいてグループディス

カッションしました。ここでは自分の意見をしっ

かり話すだけでなく、相手の意見をよく聞き、

質問もしながら理解することを心がけました。2

次選考は可能な限りの対策をとって挑んだので、

緊張状態でも自分の力を発揮でき、手応えを感

じつつ終えることができました。その後の大学

生活を送る上でも大きな自信につながる経験

だったと感じます。

　私は将来、実践的に農業へ関わる職業に就き

たいと考えています。祖父母の農家を継ぐこと

や、牧場の経営など多くの夢を膨らませ、農業

をよりよくしていきたいと強く願っています。

今はそのためにも、アグリサイエンス学科で農

作物や家畜など、さまざまな分野のフィールド

ワークが行える実習や実験に取り組み、学びを

深めていきたいと思います。

農6

動画はこちら



F O O D  B U S I N E S S

食品ビジネス学科

田中咲太朗さん

c a s e 学部は父の母校であり、昔から知っ

ていました。また、私は小さい頃

に食物アレルギーがあり、食につ

いて気にかける機会も多かったため、生産から

加工・販売まで食品産業の流れを学べる本学科

に興味があったのです。オープンキャンパスで

は個人相談会にも参加し、その際の丁寧な説明

にも感銘を受けました。両親も賛成してくれた

ことから、高校 3 年の夏には総合型選抜で、本

学科を受験する決意を固めました。

　1 次選考の小論文は、塾の夏期講習に通い準

備しました。先生にはいきなり文章を書き始め

るのではなく、下書きを作成し構成を考えてか

ら書くことや、誤字脱字をなくすよう声に出し

て読み返すことなどを指導されました。また、

書き上げた文章は家族や友達などできるだけ多

くの人に添削してもらうよう心がけました。作

成には 1ヵ月くらいかかりましたが、おかげで

文章力も向上し、授業などのレポート提出にも

役立っていると思います。

　2 次選考は内容が非公開だったため、まずは

面接の練習に力を入れました。練習の様子を動

画に録り、面接官のおでこのあたりを見て話す

点や、髪や顔を触ってしまう癖などに注意しつ

つ、何度も見直して修正しました。

選考の当日に知らされた課題は、グループディ

スカッションとプレゼンテーションで、動画や

事前の小論文などをテーマに話し合いを行いま

した。初対面の人との会話は緊張もしましたが、

自分とは違う意見を聞けて発想の幅が広がった

ような気がします。課題は他の受験生と協力的

に落ち着いて進めることができたので、それが

評価され合格につながったのかもしれません。

　これからの授業では、種まきから収穫まで自

分の手で体験できる食農教育実習が楽しみで

す。また、知らない土地で、現場の空気を感じ

られるフィールドリサーチにも興味がありま

す。こうした実習などを通じて食に関する幅広

い知識を身につけ、将来は食品関係の仕事をめ

ざしたいと考えています。

本

7
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G L O B A L  C O E X I S T E N C E  S T U D I E S

国際共生学科

角町杏美さん

校生の頃、在学中の先輩とお会いす

る機会がありました。そのときにこ

の学科では、学生のフィールドワー

クを先生が積極的に応援してくれて、在学中に

語学やデータサイエンスを使いながら世界規模

の視点でビジネスや文化を学んで、多様な経験

ができる場であるとうかがい、私もぜひ入学し

てみたいという気持ちを強くしました。

　受験対策は部活動を引退した 8 月頃から始め

ました。塾には通っていなかったため、学校の

先生に志望理由書や小論文の作成、面接の練習

に協力していただきました。1 次選考の小論文

は、大学が求める学生像について自分なりに分

析し、自分の意見や自分が取り組めることなど

を明確に提案できるように書き上げました。ま

た、作成した小論文はいろんな人に読んでもら

い、できる限りわかりやすい内容にするよう気

を配りました。小論文の作成には 1 ヶ月ほどか

かりましたが、８月よりもう少し早めに取り組

んだ方が、余裕を持って受験に臨めたと感じて

います。

　2 次選考の課題は、ウォーターフットプリン

トとフードマイレージに関するものでした。取

り組み方の説明を聞きながらまず初めに個人で

作業し、次にその内容を踏まえてグループディ

スカッションを行いました。私は率先してリー

ダーシップを取るようなタイプではないので、

周囲の意見をよく聞くことや、自分の意見を

しっかりと伝えることを意識しました。また、

どの受験生も緊張していたので、笑顔で接する

ことも忘れないようにしました。

　総合型選抜で受験するメリットは、自分の意

欲や経験、学びたいことなどを主張する必要が

あり、自己アピール力が身につくという点です。

ただし、一般受験よりも早く結果が出るため、

その後の勉強をおろそかにしないよう、自制す

る必要もあります。

　卒業後に何をするかは、まだはっきり決めて

いません。できれば将来は人のためになる仕事

がしたいと考えています。また、多様性につい

て学び、国際的に活躍できる人材になりたいと

も思います。この先いろんな経験をし、成功と

失敗を通して、自分自身に何ができるのか見つ

けること、それが大学生活での課題です。

高

c a s e
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V E T E R I N A R Y  N U R S I N G

獣医保健看護学科

M.H.さん

c a s e 玩動物看護師になるためには、どこ

で勉強したらいいのか調べていくう

ちに、興味深いがん研究を行ってい

る本学部と出会いました。

　当時は大学に入るか、専門学校で資格を取る

か、ぎりぎりまで悩んでいました。しかし、担任

の先生から「大学での学びは専門性が高く得ら

れる知識も段違い」との助言をいただいたこと、

オープンキャンパスで見聞きした学部の印象が素

晴らしかったことなどもあり、やはり本学部で愛

玩動物看護師を目指そうという気持ちを固めた

のです。

　1年生の頃から少しずつ始めていた受験勉強

は、3 年生の夏休みが山場となりました。休み中

も毎日学校へ通い、1次選考の課題である小論

文や 3 年間の総復習に取り組んだものです。小

論文はさまざまなホームページで調べた情報や、

生物の先生からご指導いただいた知識などを総

合して書き上げました。最終的には現代文の先

生に添削をお願いしましたが、自分の言葉もしっ

かり残すことで、満足できる内容に仕上がったと

思います。3 年の夏休みは小論文に集中する日々

で、とても短く感じました。

　2 次選考は 2日間で、1日目は犬の糞便検査に

関する実験が課題です。寄生虫やその卵がある

かを調べ、スケッチもしました。実験は先生の

説明をよく聞いて始める、実験後に内容を再確

認するなどの基本を忘れず、取り組むことで上手

くいきました。2日目は実験に対する考察や感想

などを紙に書き、その内容をプレゼンする面接

です。こちらは何度も練習していたので、緊張せ

ずに楽しみながら臨むことができました。

　こうした小論文の作成や面接の準備などを通

じ、大学で何を学びたいのか、将来どうしたい

のかなど、自分と向き合い考える時間を持てまし

た。その点が、入試に総合型選抜を選んだ最大

の収獲だと思っています。

　今後は志望のきっかけともなったがんの治療

において、愛玩動物看護師の果たす役割を学び、

獣医師や飼い主、動物の気持ちに寄り添うこと

ができる看護師になれるようにがんばります。

愛
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